





































ii 統計数理 第42巻 第1号 1994
題については，当時の林知己夫所長が改題第1号の巻頭で詳しく論じ（統計数理，33（1985），i－
iV），とくに
  新しく国立大学共同利用機関として出発した統計数理研究所の使命は，全国の関係研
  究者の交流・協力の場とし，共同研究・共同利用を推進するとともに，研究者の養成，
  情報の提供，国際協力の推進等の機能を果たしていくことにある．
と述べている．共同利用という考え方は，漠然とした形ではあったが，研究所設立の目的の中
に既に盛り込まれていた．改組転換はそれを明確に，制度として定めたものである．
 これより先，1970年台からは研究成果の発表の機会は大幅に広がり，所員は国際的な学術誌
に積極的に投稿するようになった．「統計数理」の役割が講究録が果たしたものとは違ってくる
のは当然であろう．「統計数理」は掲載すべき論文，その他の記事の種類を明確に示し，その中
に研究詳解および共同研究報告を取り入れた．このことは統計科学が極めて広い分野をカバー
している，という事実とも無関係ではない．統計的方法は，それ自身が鹿に万人が納得するよ
うな，共通の統一理論を持つものではない．その基礎にある確率の考え方や，情報の抽出方法，
得られた情報の意味付けなど，方法論の上でも，意見の対立がある．広い対象分野をかかえて
いる統計科学にとって，その多様性は必然的といってよい．研究詳解と共同研究報告はこのよ
うな状況を踏まえ，より多くの人たちに統計科学の広さと，楽しさと，そして多様性とを知っ
てもらうために設けられたものである．
 研究詳解は高度に専門的なことを，他の分野の人にも理解出来るよう，分かりやすく解説し
たものであって欲しい．より多くの人に理解され，関心を持ってもらうことは著者としても悦
ばしいことではないだろうか．また，共同研究報告については，得られた結果の記述もさるこ
とながら，さまざまな研究分野の人たちの，統計的方法との出会いがどのようなものであった
か，既存の統計学のもつ問題点を如何にして克服していったか，そういう創造のプロセスの解
説があれば有益であると考えている．それはしばしば若い研究者にとって大きな刺激となるで
あろう．批判的な読み方もあり得る．それはそれで，双方にとって貴重な経験となる筈である．
「統計数理」が統計科学に関する諸々の意見の交錯する，討論の場になることを期待したい．
